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問
政
策
推
進
課 

☎
３
６-

７
１
９
７

　

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
台
湾
へ
の
定
期
便

が
就
航
し
、
よ
り
身
近
に
な
っ
た
台タ
イ
ペ
イ北

市
と

嘉カ

ギ義
市
を
、
桜
井
市
長
を
は
じ
め
お
茶
の
郷

博
物
館
長
ら
９
人
が
訪
問
。
６
月
26
日
か
ら

28
日
に
か
け
て
、
各
地
で
島
田
市
の
お
茶
や

文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

嘉
義
市
を
走
る
阿
里
山
森
林
鉄
路
と
大
井

川
鐵
道
は
、
25
年
に
わ
た
り
姉
妹
鉄
道
と
し

て
友
好
関
係
に
あ
り
ま
す
。
訪
問
団
は
、
嘉

義
市
の
黄
フ
ァ
ン
ミ
ン
フ
ェ
イ

敏
恵
市
長
を
表
敬
訪
問
。
深
蒸

し
茶
の
入
れ
方
を
実
演
し
て
お
茶
を
味
わ
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
日
本
髪
を
結
っ
た
「
島
田

髷
娘
」
に
よ
る
日
本
舞
踊
「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」

を
披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

黄
市
長
は
「
も
と
も
と
日
本
茶
は
好
き
だ

が
、
今
日
の
お
茶
を
飲
ん
で
、
ま
す
ま
す
好

き
に
な
っ
た
」
と
、
お
か
わ
り
を
求
め
る
ほ

ど
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
両
市
長

は
、
今
後
も
市
民
交
流
を
活
発
に
行
い
、
友

好
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
桜
井
市
長
か
ら
は
、
Ｓ
Ｌ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
へ
の
案
内
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
内
で
は
艶
や
か
な
髷
娘
が
大
好

評
。
行
く
先
々
で
市
民
に
写
真
撮
影
を
求
め

ら
れ
、
日
本
と
島
田
市
の
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
北
市
内
で
開
催
さ
れ
た
国
際
食

品
見
本
市
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
」

で
は
、
茶
娘
や
髷
娘
な
ど
が
、
島
田
市
の
お

茶
の
一
煎
茶
パ
ッ
ク
と
と
も
に
、
島
田
市
や

お
茶
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。

あ･ら･か･る･と市政
　

台
湾
で
島
田
市
の
お
茶
と
島
田
の
文
化
を
Ｐ
Ｒ

　

岩
手
県
山
田
町
長
が
島
田
市
を
訪
問
「
受
け
入
れ
に
感
謝
」

 　

田
代
の
郷
温
泉
「
伊
太
和
里
の
湯
」
入
館
者
数
実
績

　

 

川
根
温
泉
「
ふ
れ
あ
い
の
泉
」
経
営
状
況
報
告

問
環
境
課 

☎
３
４-

１
１
２
２

　

岩
手
県
山
田
町
の
沼ぬ

ま
ざ
き崎

喜き
い
ち一

町
長
が
、
６

月
６
日
に
島
田
市
を
訪
れ
、
東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
（
木
材
チ
ッ
プ
）

の
本
格
受
け
入
れ
に
対
し
て
「
市
長
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
が
れ
き
の
受
け
入

れ
を
い
ち
早
く
決
め
て
い
た
だ
き
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
お
礼
の
気
持
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
格
受
け
入
れ
し
た
災
害
廃
棄
物

の
中
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
混
入
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
、
町
長
と
し
て
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
」
と
陳
謝
し
ま
し
た
。　

　

桜
井
市
長
は
「
混
入
は
東
北
の
惨
状
を
思

え
ば
や
む
を
得
な
く
、
再
発
防
止
策
も
あ
る

の
で
、
溶
融
炉
の
点
検
が
終
わ
れ
ば
、
再
開

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
沼
崎
町
長
は
、
田
代
環
境
プ
ラ

ザ
の
あ
る
伊
太
区
自
治
会
の
佐さ
と
う藤
博ひ
ろ
み海
会
長

と
面
会
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
混
入
に
つ
い

て
謝
罪
し
ま
し
た
。｜

　

市
は
６
月
22
日
、
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
ご
み
処
理
施
設
の
あ
る
伊
太

区
自
治
会
と
「
田
代
環
境
プ
ラ
ザ
で
の
災
害

廃
棄
物
受
入
処
理
に
関
す
る
伊
太
区
自
治
会

と
の
覚
書
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

覚
書
に
は 

▽
一
般
ご
み
に
災
害
廃
棄
物

（
破
砕
し
た
角
材
や
柱
材
な
ど
の
木
材
）
を

15
％
程
度
混
入
す
る
こ
と 

▽
処
理
施
設
周
辺

住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理

す
る
際
の
放
射
能
濃
度
や
周
辺
施
設
の
空
間

線
量
率
の
検
査
・
測
定
を
行
う
こ
と 

▽
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
検
査
結
果
を
報
告
す

る
こ
と 

▽
溶
融
飛
灰
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
、
１
㎏
あ
た
り
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

と
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
太
区
自
治
会
は
同
日
、
山
田
町

か
ら
受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
片
が
混
入
し
て
溶
融
が
中
断
し
て
い
る

問
題
で
「
岩
手
県
と
静
岡
県
が
再
発
防
止
策

を
講
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
処
理
再
開
を
了

承
し
ま
し
た
。

問
観
光
文
化
課 

☎
３
６-

７
２
４
４

問
川
根
温
泉 

☎
５
３-

４
３
３
０　

　

島
田
市
川
根
温
泉
「
ふ
れ
あ
い
の
泉
」
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱
川
根
町
温
泉
か
ら
、

平
成
23
年
度
の
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
温
泉
】

平
成
23
年
度 

ふ
れ
あ
い
の
泉
の
利
用
状
況

　

入
館
者
数
、
売
上
高
と
も
に
、
東
日
本
大

震
災
や
、
９
月
の
台
風
に
よ
る
道
路
の
通
行

止
め
な
ど
、
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
大
き

な
落
ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

【
コ
テ
ー
ジ
】

平
成
23
年
度 

ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
状
況

　

コ
テ
ー
ジ
の
稼
働
率
増
加
の
主
な
要
因
と

し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
宿
泊
予
約
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

挨拶する桜井市長と黄市長（右から2番目）

　
　
　

問
島
田
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課 

☎
３
７-

７
１
７
２

　
　
　

問
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
運
営

　
　
　
　

協
議
会
事
務
局　

☎
０
５
４-

２
５
５-

０
１
２
５

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
静
岡
地
域
（
静
岡
市
・

島
田
市
・
牧
之
原
市
・
川
根
本
町
・
吉
田
町
）

の
消
防
救
急
広
域
化
の
実
現
に
向
け
て
、
６

月
１
日
に
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
運
営

協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
協
議
会
で
は
、
広
域
化
後
の
各
市
町

の
消
防
救
急
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
消

防
救
急
広
域
化

運
営
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
皆

さ
ん
に
消
防
救

急
の
広
域
化
に
つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
運
営
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
バ
ナ
ー
を
設
け

て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

:http://w
w

w
.city.shizuoka.jp/

deps/shobokouikika/index.htm
l

　

静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
　
　

問
政
策
推
進
課 

☎
３
６-

７
１
９
１

　

市
で
は
、
７
月
２
日
か
ら
10
月
末
ま
で
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
期
間
中
、
市
民
課
と
総
合

案
内
担
当
の
女
性
職
員
が
「
島
田
帯
シ
ャ
ツ
」

を
着
用
し
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

　

島
田
帯
シ
ャ
ツ
は
、
市
内
事
業
者
と
島
田

商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た

製
品
で
、
浴
衣
地
に
襟
元
や
胸
元
を
西
陣
織

の
帯
生
地
で
あ
し
ら
っ
た
「
帯
の
ま
ち
島
田
」

ら
し
い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
来
年
開
催
さ
れ
る
島
田
大
祭
に
向

け
て
、
市
内
各
事
業
者
に
お
い
て
も
、
島
田

帯
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
市
を
あ
げ
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
事
業
者
に
対
し
て
の
生
産
技

術
の
指
導
や
販
売
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
を
進
め
、
島
田
ブ
ラ
ン
ド
の
土
産
物
と
し

て
商
品
化
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
「
島
田

大
祭
」「
蓬
莱
橋
」「
伊
太
の
梅
」
な
ど
を
配

し
た
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
、
取
り
入
れ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
島
田
帯
シ
ャ
ツ
を
着
用　

帯シャツを着用して窓口対応する職員

項
目

平
成
23
年
度

対
前
年
比

営
業
日
数

３
５
１
日

２
日
増

入
館
者
数

32
万
３
１
６
４
人

8.9
％
減

１
日
平
均

９
２
０
人

｜

売
上
高

５
億
２
６
４
１
万

９
９
１
０
円

7.1
％
減

項
目

平
成
23
年
度

対
前
年
比

営
業
日
数

３
６
２
日

３
日
増

利
用
棟
数

３
０
２
４
棟

１
１
５
棟
増

稼
働
率

83
・
５
％

2.5
％
増

項目 入館者数

平成 23 年 4 月 16,626 人

5 月 17,827 人

6 月 14,455 人

7 月 15,505 人

8 月 18,049 人

9 月 14,873 人

10 月 17,706 人

11 月 16,319 人

12 月 16,035 人

平成 24 年 1 月 20,754 人

2 月 17,780 人

3 月 16,459 人

平成 23 年度計 202,388 人

平成 22 年度計 162,724 人

営業日数／ 310 日
1 日平均入館者数／ 653 人
1 日最高入館者実績

1,583 人
（平成 23 年 10 月 9 日㈰）

問
観
光
文
化
課 

☎
３
６-

７
２
４
４　

問
伊
太
和
里
の
湯 

☎
３
３-

１
１
４
８

　

田
代
の
郷
温
泉
「
伊
太
和
里
の
湯
」
平
成

23
年
度
入
館
者
数
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

伊
太
和
里
の
湯
は
、
８
月
の
お
盆
の
期
間

中
、
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
13

日
㈪
も
営
業
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
８
月
の
休
館
日
は
、
６
日
・
20
日
・

27
日
の
月
曜
日
で
す
。

感謝とお詫びの意を述べる山田町長島田市のお茶を振る舞う髷娘と茶娘

▼
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

の
詳
細
情
報
は
、
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

:h
ttp

://w
w

w
.city.sh

im
ad

a.
shizuoka.jp/kankyou/sisetu/
gareki_top.jsp

【伊太和里の湯 入館者実績】


